
安
倍
内
閣
が
提
出
し
た
法
案
は
数
々

あ
り
ま
す
が
、
中
で
も
共
謀
罪
法
案
（組

織
犯
罪
処
罰
法
改
定
案
）
は
内
容
も

違
憲
で
す
が
、
そ
の
法
案
の
審
議
と
採

決
の
方
法
は
ま
さ
に
国
会
法
も
無
視

し
た
も
の
で
あ
り
、
到
底
認
め
ら
れ
ま

せ
ん
。

衆
議
院
法
務
委
員
会
で
の
共
謀
罪

法
案
の
審
議
で
は
、
答
弁
で
き
な
い
金

田
法
務
大
臣
に
代
わ
り
、
野
党
の
同

意
も
な
い
ま
ま
に
法
務
省
刑
事
局
長

が
身
代
わ
り
答
弁
の
繰
り
返
し
。
さ

ら
に
審
議
も
深
ま
ら
な
い
な
か
で
の
強

行
採
決
。

そ
し
て
参
議
院
法
務
委
員
会
で
は
、

わ
ず
か
17
時
間
50
分
程
度
の
審
議
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
委
員
会
を
完
全
に

無
視
し
た
「
中
間
報
告
」
に
よ
り
、
参

議
院
本
会
議
で
共
謀
罪
法
案
を
採
決

・可
決
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
採
決
方
法
は
国
会
法

56
条
に
反
し
て
い
ま
す
。
国
会
法
第

56
条
２
項
は
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

議
案
は
「
但
し
、
特
に
緊
急
を
要
す
る

も
の
は
―
略
―
議
院
の
議
決
で
委
員

会
の
審
査
を
省
略
す
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
共
謀
罪

法
案
は
全
く
「
緊
急
」
で
も
な
く
、
省

略
手
続
き
も
経
て

い
な
い
も
の
で
委
員

会
を
無
視
し
た
暴

挙
で
あ
り
、
採
決

は
無
効
で
す
。

安
倍
首
相
と
安
倍
昭
恵
夫
人
の
「森

友
疑
惑
」
、
安
倍
首
相
の
「
加
計
特
区

疑
惑
」
も
何
ら
説
明
も
解
明
も
さ
れ

な
い
ま
ま
に
国
会
が
閉
幕
し
ま
し
た
。

国
会
会
期
中
で
は
、
家
計
学
園
問

題
の
新
た
な
資
料
も
続
々
と
露
見
し

ま
し
た
。
安
倍
首
相
へ
の
説
明
責
任
の

声
が
広
が
る
中
、
国
会
閉
会
直
後
の

６
月
19
日
に
安
倍
首
相
が
記
者
会
見

し
「一
つ
一
つ
丁
寧
に
説
明
す
る
努
力
」

を
表
明
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
単
な
る

ポ
ー
ズ
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

立
憲
野
党
は
「
森
友
・
加
計
疑
惑
」

解
明
の
た
め
、
国
会
法
第

53
条
に
よ

り
臨
時
国
会
の
開
催
要
求
を
し
て
い

ま
す
が
、
自
民
党
竹
下
亘
国
対
委
員

長
は
６
月
27
日
に
「
臨
時
国
会
は
秋

ま
で
開
か
な
い
」
と
開
催
を
拒
否
し
ま

し
た
。

し
か
し
、
国
会
閉
会
中
で
も
衆
議
院

で
は
閉
会
中
の
審
査
案
件
は
数
多
く

あ
り
、
安
倍
首
相
と
与
党
が
開
こ
う

と
思
え
ば
可
能
で
す
。
疑
惑
の
真
実
が

明
ら
か
に
さ
れ
て
は
困
る
の
で
し
ょ
う
。

立
憲
野
党
と
市
民
の
共
同
で
、
国
民

と
憲
法
を
愚
弄
す
る
安
倍
政
権
に
即

時
退
陣
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

2017年７月(1988年１月18日第三種郵便物認可)
『 週 刊 新 社 会 』 号 外
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第
１
９
３
回
国
会
は
６
月
18
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
今
度
の
国
会
は
安
倍
内

閣
の
暴
走
が
爆
走
と
化
し
、
異
常
ず
く
め
で
終
わ
り
ま
し
た
。
安
倍
首
相
や

閣
僚
の
政
治
姿
勢
や
国
会
答
弁
の
態
度
、
国
会
で
の
説
明
責
任
を
放
棄
し
た

対
応
は
、
ま
さ
に
行
政
府
が
立
法
府
の
上
に
君
臨
す
る
か
の
よ
う
で
す
。

引
き
続
き
、
安
倍
首
相
が
関
わ
る
「
森
友
・
加
計
疑
惑
」
の
解
明
と
共
謀
罪

法
の
廃
止
に
向
け
、
立
憲
野
党
と
市
民
の
連
携
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

「
森
友
・
加
計
」
疑
惑

政
治
の
私
物
化
の
徹
底
究
明
を
！

あまりにひどい
193回国会

数
の
横
暴
で
法
も
無
視

異
常
な
国
会
審
議
と
運
営

「
森
友
・
加
計
疑
惑
」
は

ほ
っ
か
む
り
で
逃
げ
る



骨
太
方
針
の
「現
下
の
日
本
経
済
の
課
題
と

考
え
方
」で
は
、
「名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
過
去
最
高
の
水

準
に
達
し
た
。
企
業
収
益
は
過
去
最
高
の
水
準

と
な
り
、
国
民
生
活
に
密
接
な
関
係
を
持
つ
雇

用
も
大
き
く
改
善
し
て
い
る
。
」と
述
べ
、
あ
た
か

も
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
が
雇
用
と
賃
上
げ
な
ど
、
国
民

生
活
が
改
善
し
た
よ
う
に
自
画
自
賛
し
て
い
ま

す
。さ

ら
に
、
「多
く
の
企
業
で
４
年
連
続
の
ベ
ー
ス

ア
ッ
プ
を
実
施
す
る
な
ど
過
去
３
年
の
賃
上
げ

の
流
れ
が
続
い
て
い
る
」と
豪
語
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
厚
生
労
働
省
の
２
０
１
６
年
度
の
「
毎

月
勤
労
統
計
調
査
平
成
28
年
度
分
結
果
確

報
」
を
見
る
と
雇
用
と
賃
金
は
改
善
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
「現
金
給
与
総
額
は
、
一
般
労
働
者
が

０
・
８
％
増
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
が
０
・４
％

減
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
比
率
が
０
・20
ポ
イ

ン
ト
上
昇
」と
指
摘
し
て
い
ま
す
。

企
業
収
益
は
確
か
に
過
去
最
高
の
水
準
で
す

が
、
そ
の
「果
実
」は
企
業
の
「内
部
留
保
」と
株

主
へ
の
高
配
当
で
終
わ
っ
て
い
ま
す
。
（
図
―
１
）

（図
―
２
）

内
部
留
保
（３
８
０
兆
円
）に
つ
い
て
著
名
な
外

国
人
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
は
「
日
本
の
上
場
企
業
は
、

10
年
間
で
日
本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
に
匹
敵
す
る
現
金
を

内
部
留
保
と
し
て
積
み
上
げ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
は
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
し
て
い
な
い
お
金
。
何
も

生
み
出
し
て
い
な
い
」と
述
べ
て
い
ま
す
。
逆
に
ド

イ
ツ
の
内
部
留
保
が
少
な
い
の
は
、
昨
年
度
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
率
が
４
・８
％
で
あ
り
こ
れ
に
内
部
留
保

の
一
部
が
還
元
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
し
た
。

骨
太
方
針
は
「
内
部
留
保
」へ
の
課
税
や
、
大

企
業
の
社
会
的
責
任
に
は
一
切
触
れ
ま
せ
ん
。

骨
太
方
針
は
「働
き
方
改
革
で
成
長
と
分
配

の
好
循
環
」を
掲
げ
ま
す
。
単
月
１
０
０
時
間
、

年
７
２
０
時
間
、
今
の
労
災
認
定
基
準
を
上
回

る
時
間
外
労
働
を
法
制
化
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
に
加
え
、
生
産
性
向
上
の
国
民
運
動

「推
進
協
議
会
」を
つ
く
ろ
う
と
い
う
の
で
す
。
こ

れ
で
は
ま
す
ま
す
財
界
は
肥
え
太
り
、
働
く
も

に
は
過
労
死
と
低
賃
金
地
獄
が
待
っ
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
関
係
で
は
、
３
年
連
続
５
０
０
０
億

円
を
圧
縮
。
ま
た
医
療
・介
護
報
酬
の
改
定
で

引
下
げ
、
生
活
保
護
制
度
、
生
活
困
窮
者
自

立
支
援
制
度
も
見
直
し
（改
悪
）を
示
唆
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
末
の
「待
機
児
童
ゼ
ロ
」

を
３
年
後
に
先
送
り
し
ま
し
た
。

私
た
ち
は
要
求
し
ま
し
ょ
う
。
「過
去
最
高
の

企
業
収
益
」を
「雇
用
、
賃
金
、
そ
し
て
小
零
細

企
業
に
回
せ
」と
！

(1988年１月18日第三種郵便物認可) 『 週 刊 新 社 会 』 号 外
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２０１７年７月

まだ搾り取ろうとするのか安倍政権
―経済財政に関する２０１７基本方針（骨太方針）

大企業もう十分に儲けている、問題は富を民にまわすことだ！

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針
２
０
１
７
」
（
骨
太
の
方
針
）
が
６
月
９
日
に
閣

議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
来
年
度
予
算
案
を
各
省
庁
が
作
成
し
ま
す
。

「
骨
太
方
針
」
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
自
画
自
賛
と
財
界
優
遇
、
他
方
で
社
会
保
障
関
係

費
の
切
捨
て
は
明
ら
か
で
す
。
ウ
ソ
と
詭
弁
の
安
倍
内
閣
を
早
く
辞
め
さ
せ
よ
う
。

針
小
棒
大
に
誇
張
す
る
雇
用
と
賃
金

巨
大
な
富
を
溜
め
込
む
日
本
の
会
社

（図ー１）

（図ー２）

東京新聞３月５日朝刊

２０１７ＺＵＵ ｏｎｌｉｎｅより

社
会
保
障
関
係
費
は
さ
ら
に
削
減

労
働
地
獄
を
国
民
運
動
で
推
進
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